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リハビリテーションカレッジ島根 学校関係者評価委員会 

 

日 時：令和 5 年 2 月 24 日(金) 18:00～19:15 

場 所：リハビリテーションカレッジ島根 会議室 

 

報告・検討事項 

1．学生アンケートの結果と対応について 

2．次年度の学校関係者評価委員会について 

 

1．学生アンケートの結果と対応について 

  令和 4 年 8 月に 1 年～3 年の学生を対象に試験方法および学校設備に関するアンケートを実施した。 

 その結果と対応について報告する。 

 

 [Q１]試験方法について 

   本校はこれまで前・後期末にそれぞれ試験期間を設け、ほぼ全ての試験を 2 週間で実施していた。しか

し、クラスによってはこの期間中の試験科目が 20 科目を超え、学生の負担が大きくなっていた。また、科

目によっては終講から試験までの期間が 2 ヵ月以上空き、試験結果への影響が危惧されていた。 

   このことから、本校は今年度前期、試験的に試験期間前に１科目分のテストを実施した上で、学生に対し

て今後の希望調査を行った。 

 

  選択肢は以下の通り。 

   ①全てのテストを試験期間に実施 

   ②1 科目のみ試験期間前に実施 

   ③２,３科目 試験期間前に実施 

   ④試験期間前と試験期間のテストを半分ずつ実施 

   ⑤試験期間をなくし、終わった科目から順次実施 

 

  結果は以下の通りとなった。 

 
  「２,３科目を試験期間前に実施する方法」が最も多く 41.1％、次いで「試験期間を定めず順次実施する

方法」が 34.7％で 2 位となった。 

  これらの結果から、多くの学生が試験期間の分散を望んでいることが分かった。 
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 対応 

  この結果を受け、後期より試験方法を以下に変更した。 

   ・各クラス 3 科目を試験期間前に実施する。 

   ・この 3 科目については再試験も試験期間前に実施する。 

 

  結果 

   ・学生は概ね好意的にとらえていた。 

   ・試験期間前に実施した 3 科目については再試験者が少ない印象を受けた。 

   ・教務側は再試験対象者の発表や試験スケジュール設定、再試験手続きが若干煩雑になった。 

 

  次年度に向けて 

   ・教務部長、教務課長、学科長で協議し、次年度も 3 科目を試験期間前に実施する予定。 

 

  委員からのコメント 

   ・学生が最大限の力を発揮できる方法を考慮してあげていただきたい。 

   ・試験期間を設けず、すべての試験を講義終了後から順次実施すればよいのでは。 

 

[Q２]学校設備について 

   本校では近年少しずつ学校設備の整備をすすめてきた。 

    ※過去 3 年以内の整備状況 

     ・各教室にプロジェクター、スクリーンを常備 

     ・階段教室の機器入れ替え 

     ・就職支援室と自習室の新設 

     ・講堂の開放と卓球台の設置 

     ・アイスクリームの自販機を設置 

     ・廊下にソファーを設置  など 

    

   今回、学生の学校生活を充実させるために学生のニーズを聴取し、対応できるものは整備すべくフリー

コメント形式でアンケートを実施した。 

 

   寄せられたコメントは以下の通り。 

 

・ウォシュレットを付けて欲しいです 

・教室の近くに自販機を置いて欲しい 

・パンやおにぎりの自販機置いて欲しい。それか購買を設置して欲しい。 

・トイレに音姫をつけて欲しい 

・売店があれば便利です。 

・駐車場を増やして欲しい 

・パンの自販機が欲しい 

・パン自販機が欲しい 

・自動販売機にコークオンつけて欲しい 

・トイレにウォシュレットつけて欲しい！ 

・一人暮らしの人のために学校にスーパー的な買い物できる小さい商店みたいなそんな感じのがあっ

てもいいと思う！ 

・トイレに音姫をつけてほしいです。 

・コークオンの自販機が欲しい 

・女子トイレに生理ナプキンを置いて欲しい(最近箱の中がずっと空になっている) 

・お菓子の自動販売機が欲しいです。駐車場を広げて、大雨などの悪天候の日はセブン付近のアパー

トの人も車登校可にしてほしいです。学校着くまでに服とバッグがびしょ濡れになって本当に困っ

ています。 
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・個室の着替え場所があると良いです。(トイレの個室で実習着等への着替えをされていて、なかなか

トイレが使えないことがあります) 

・電子レンジの数を増やして欲しい 

・乙姫の設置をして欲しい。 

・エスカレーター求む、トイレットペーパー硬い、WiFi 弱すぎ、 

・トイレに音姫などの排泄音を消してくれる機械を設置して欲しいです。人が沢山いる時には恥ずか

しいため、トイレが混んでない時に行くなど工夫をしていますが、トイレに行きたい時に行けない

我慢をしている状態なのでお願いします。 

・売店がないので自販機型無人コンビニを設置して欲しい！ 

・下に停めたら車をぶつけられたので上の駐車場に停めたい 

・まず駐車場を増やした方がいいと思います。今後車通学の生徒が増えた場合、この駐車場の規模で

は賄えないとおもいます。 

・トイレに音姫をつけて欲しいです 

・トイレに音姫が欲しい 

・血圧計など壊れている備品の出来れば購入を検討して欲しい 

 

     上記の通り、学生からの要望が多かったのは[トイレ擬音装置の設置]、[軽食の自販機設置]、[駐

車場の拡張]であった。 

 

   [トイレの擬音装置] 

    最も要望の多かったトイレの擬音装置については１階２階のすべての個室に設置した。 

 

   [軽食の自販機設置] 

     次に要望が多かったのが、軽食の自動販売機設置であった。本校の周辺には店舗がなく、食堂を

使用すると定食でも 500 円は必要となる。おにぎりやパン程度で昼食を済ませたい学生が軽食の自

動販売機を望む気持ちは理解できる。 

     →対応等 

     ・以前の食堂委託業者はおにぎりの販売をしていたが、現在の業者は対応が困難 

     ・軽食やパン、お菓子の自動販売機を扱う業者に問い合わせをしたが、導入へのハードルは高い 

 

[駐車場の拡張] 

     本校は学則において、自宅から学校までの距離が３㎞以上の学生に自動車通学を許可している。

加えて現在は学校から 2.7 ㎞の距離にある学校アパート（門殿地区）からの自動車通学を許可して

おり、駐車場は満車の状態になっている。 

     ひゃこるバスでの登下校は運賃が無料になるが本数が少なく、近年は自動車を持つ留学生が増え

てきたこともあり、駐車場の問題は喫緊の課題である。 

     →対応等 

     ・三隅中央公園への駐車は認められていない。 

      →自動車通学を認めていない学生の違反駐車が多い 

     ・三隅中学校旧駐輪場エリアの使用を打診中。 

     ・現在、許可している門殿地区の学校アパートからの自動車通学を不許可とすることも考える。 

 

   上記以外の要望に対しても整備を検討し、可能なものは対応する。 

 

   委員からのコメント 

    ・アンケートをもとに改善していくことは大変良い取り組みである。 

    ・駐車場の不足に関し、学校周辺で知人が持つ空き地があるので、使用可能か問い合わせてみます。 

 

2．次年度以降の学校関係者評価委員会について 

次年度以降、学校関係者評価委員会は 1 年に 1 回度の開催とする。 


